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2022年３月期 決算概要

2022年5月13日

株式会社ビーアールホールディングス



前期実績 当期計画 当期実績 前年増減額 計画増減額

受注高 46,085 50,800 31,739 ▲14,346
（▲31.1％）

▲19,061
（▲37.5％）

売上高 38,797 39,000 35,899 ▲2,898
（▲7.5％）

▲3,101
（▲8.0％）

営業利益 3,045 2,350 2,289 ▲756
（▲24.8％）

▲61
（▲2.6％）

経常利益 2,954 2,300 2,296 ▲658
（▲22.3％）

▲4
（▲0.2％）

親会社株主に帰属
する当期純利益

1,948 1,500 1,527 ▲421
（▲21.6％）

+27
（+1.8％）

１株当たり当期純
利益(円) 49.69 38.26 33.85 ▲15.84 ▲4.41
ＲＯＥ（％） 20.7 20.0 12.1 ▲8.6 ▲7.9

百万円

売上高は４年ぶりの減収、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益
は３年ぶりの減益
売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は、いずれも前期に次ぐ過去２番目の数値

主要数値の実績
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●売上高の減少（対前年同期比▲ 2,898百万円）
当期の売上高につきましては、建設事業での大型工事の受注減が影響し、前年同期比

2,898百万円減少の35,899百万円となりました。そのような状況のなか、JRTT発注工事の
売上高は、前年同期比2,026百万円減の2,641百万円となったものの、NEXCO発注工事で
は進捗が進み、NEXCO発注工事の売上高は前年同期比2,614百万円増の13,739百万円とな
りました。

今期決算のトピックス
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●当期純利益の減少（対前年同期比▲ 421百万円）
親会社に帰属する当期純利益は対前年同期比421百万円減少の1,527百万円となりました。
これは、建設事業で前期と比べ大型工事の受注が大幅に減少したことによるものでありま

す。 そのような状況のなかNEXCO発注工事の粗利益では、前年同期比355百万円増加の
1,552百万円となりました。

●受注高の減少（対前年同期比▲14,346百万円）
当期の受注高につきましては、製品販売事業の受注高が260百万円増となったものの、建

設事業において床版取替工事等の大型物件の受注が減少し14,653百万円減となった事によ
り、全セグメント合計で前年同期比14,346百万円減の31,739百万円となりました。



次期の業績予想及び配当

2022.3期 2023.3期
予想 増減額 増減率

％
売上高 35,899 37,000 +1,101 +3.1
営業利益 2,289 2,450 +161 +7.0
経常利益 2,296 2,400 +104 +4.5
親会社株主に帰属する当期純利益 1,527 1,600 +73 +4.8
1株当たり当期純利益（円） 33.85 35.46 +1.61 +4.8

百万円

2022.3期 前期比 2023.3期
予定 前期比

1株当たり年間配当金 12円
（中間6円） +1円 12円 ー

連結配当性向 35.5％ +13.4％ 33.8％ ▲1.7％
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売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益
は当期実績より若干の増収増益を見込み、配当は前期と同額を予定

※現時点で新型コロナウイルス感染拡大による深刻な影響はありませんが、将来の工事の進捗や工事進行基準の計算要素である
工事原価総額に影響を及ぼす可能性があります。

※2023.3期は2022.3期下期に受注した大型工事の進捗が下期以降より進むと予測しております。



年度別セグメント別受注実績・年度別発注額推移比較
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当期の主な受注工事
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工事名称 契約先 セグメント

東名高速道路（特定更新等）清見寺橋他１橋床版取替工事 中日本高速道路（株）東京支社 建設事業

令和３年度 東九州自動車道清武川橋（ＰＣ上部工）工事 西日本高速道路（株）九州支社 建設事業

東名高速道路（特定更新等）大井松田ＩＣ～御殿場ＩＣ（左ルー
ト）間床版取替工事（２０２１年度） 中日本高速道路（株）東京支社 建設事業

東海環状自動車道 御望山本線橋（PC上部工）工事 中日本高速道路（株）名古屋支社 建設事業

東海環状自動車道 早野高架橋（PC上部工）工事 中日本高速道路（株）名古屋支社 建設事業

東海環状自動車道 北勢第三高架橋第二工区（PC上部工）工事 中日本高速道路（株）名古屋支社 建設事業

PC桁等大規模修繕工事(2021-2-松) 阪神高速道路（株） 建設事業

中国自動車道（特定更新等）三尾橋（下り線）他５橋床版取替工
事（床版製作・運搬） 民間共同企業体 製品販売事業

湖西道路雄琴川橋ＰＣ上部工事 近畿地方整備局 建設事業

（国）４５７号新塩沢橋橋梁耐震補強及び補修工事（その２） 宮城県仙台市 建設事業

（都）今釜本渡港線橋梁（上部工）工事 熊本県天草市 建設事業

栗柄広谷線街路工事（Ｒ３－３工区） 広島県 建設事業

（市）町東古屋敷線（仮称新馬橋）橋梁上部工工事 宮城県仙台市 建設事業
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セグメント別情報

24,647 

30,953 33,898 
31,236 

2019.3期 2020.3期 2021.3期 2022.3期

売上高(累計） （単位：百万円）

（単位：百万円）

建設事業

売上高 312億36百万円（対前期比7.9％減）

 大型工事の受注が大幅に減少したことによ
る減収

 手持ち工事の進捗は堅調に推移し、NEXCO
発注工事の売上高は増加

1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 年間

2021.3
期 +33.2％ +25.2％ ▲14.2％ +11.1％ +9.5％

2022.3
期 +0.7％ ▲1.6％ ▲14.7％ ▲13.5％ ▲7.9％

売上高 対前年同期増減

7,720 7,850 

9,030 
9,296 

7,774 7,722 7,701 8,037 

1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ

売上高(四半期別）

2021.3期

2022.3期
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セグメント別情報

（単位：百万円）

733 760 
949 

1,457 

968 
758 708 

920 

1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ

セグメント利益(四半期別）

2021.3期

2022.3期

（単位：百万円）

建設事業

1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 年間

2021.3
期 +68.2％ +27.8％ ▲9.8％ +153.2％ +28.5％

2022.3
期 +32.1％ ▲0.3％ ▲25.4% ▲36.9% ▲14.0％

セグメント利益 対前年同期増減

2,563 
3,035 

3,901 
3,355 

2019.3期 2020.3期 2021.3期 2022.3期

セグメント利益(累計）

 当期大型工事の売上高減少にともない減益
 採算性の良い工事が前期と比べ減少

利益 33億55百万円（対前期比14.0％減）
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百万円

連結貸借対照表

未収入金 +2,070
受取手形・完成工事未収入金等 +682
現金預金 ▲1,173
未成工事支出金 ▲258
製品 ▲188

土地 +119
建物・構築物 +83
建設仮勘定 ▲164
機械、運搬具及び工具器具備品 ▲5

流動資産
26,669

固定資産
5,980

流動資産
27,949

固定資産
6,012

33,961
32,649

百万円
資産の部 負債・純資産の部

+31

+1,280

+1,312

2021.3期 2022.3期

未成工事受入金 ＋955
支払手形・工事未払金等 +670
預り金 +386
未払法人税等 ▲567
電子記録債務 ▲370
未払消費税等 ▲355

当期純利益 +1,527
株主配当 ▲540

流動負債
17,597

純資産
12,152

純資産
13,296

流動負債
17,737

固定負債
2,928固定負債

2,899

長期借入金 +50

33,961
+1,312

32,649

2021.3期 2022.3期

+139

+28

+1,144
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百万円

連結キャッシュ・フロー

2,565 

20

▲ 520 ▲ 639

1,425 

現金等
期首残高

現金等
期末残高

営業ＣＦ

投資ＣＦ 財務ＣＦ

税金等調整前利益 ＋2,296
未成工事受入金 +955
未成工事支出金 ＋215
預り金 +386
未収入金 ▲2,071
法人税等の支払 ▲1,295

有形固定資産 ▲529
配当 ▲539
長期借入金 ▲300
短期借入金 ＋200

2021.3.31

2022.3.31

獲
得

使
用



【参考】発注先別受注高、売上高、手持高（建設事業）

2022.3期 期首手持高 当期受注高 当期売上高 粗利益※ 粗利率 ％ 期末手持高

国交省 743 974 839 118 14.1 878
その他官公庁 8,930 7,127 9,221 1,754 19.0 6,836
ＮＥＸＣＯ 31,058 14,900 13,739 1,552 11.3 32,219
ＪＲＴＴ 3,013 368 2,641 381 14.4 740
民間 7,840 3,051 4,794 1,053 21.9 6,097

計 51,583 26,422 31,236 4,860 15.6 46,770

百万円

※2022.3期の期首手持高は、収益認識会計基準等の適用による前期収益43百万を調整したものです。
※粗利益には、過年度原価、工場、倉庫及び工事内勤者の共通原価は含めておりません。
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2021.3期 期首手持高 当期受注高 当期売上高 粗利益※ 粗利率 ％ 期末手持高

国交省 3,117 1,371 3,745 645 17.2 743
その他官公庁 9,556 6,977 7,560 1,685 22.3 8,973
ＮＥＸＣＯ 22,285 19,899 11,125 1,197 10.8 31,058
ＪＲＴＴ 5,898 1,782 4,667 330 7.1 3,013
民間 3,592 11,047 6,799 1,662 24.4 7,840

計 44,448 41,076 33,898 5,519 16.3 51,627

床版取替工事等の大型工事受注減によりNEXCOの受注高が対前期比25.1%減少
売上高は対前期比7.9％減少するなかNEXCOの売上高は手持大型工事の進捗が伸び対前期比23.5％増
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【参考】新市場区分スタート

1

1,841

プライム市場を選択した会社（１，８４１社）
ＣＧコード改訂を踏まえた一段高いガバナンス（取締役会・英文開示等）への取組、流動性
の一層の向上のための売出、事業ポートフォリオの積極的な見直し、親子上場の解消など積
極的な動き
上場維持基準に適合していない２９６社は、基準適合に向けた計画を開示し、成長戦略の実
施による企業価値向上、政策保有株縮減や自社株消却等による流動性改善に取り組む

スタンダード市場を選択した会社（１，４７７社）
市場第一部上場会社のうち３４４社が、自社の事業環境や経営戦略等を踏まえ、企業価値向
上に向けて自社に最適な市場区分として選択

ＪＱスタンダード上場会社は、新たにコーポレートガバナンス・コード全原則への対応に取
り組む

➣

➣

➣

➣

グロース市場を選択した会社（４５９社）
新たに「事業計画及び成長可能性に関する事項」を開示し、今後の成長に向けた施策に取り
組む

➣

2021年の
コーポレートガバナンス・コード
改訂のポイント

【取締役会の機能発揮】
企業が求める取締役会のスキルと、
各取締役スキルとの対応関係の公表

【企業の中核人材における多様性の確保】
外国人、女性、中途採用者などの管理職の多様性
確保に関連する、測定可能な自主目標の設定など

【サステナビリティをめぐる課題への取り組み】
サステナビリティについて基本的な方針の策定など

新市場区分、始まる

当社の方向性
●取締役会の機能発揮

●企業の中核人材における多様性の確保

●サステナビリティをめぐる課題への取り組み

●その他

独立社外取締役3名、各取締役のスキル公表、指名・報酬委員会の設置

人材育成方針と環境整備方針を整備
性別や国籍で区別せず多様な価値観を有する人材の採用
2022年3月末時点で外国人6名、女性89名、中途採用132名

基本的方針の取り組み開示
TCFDに基づく気候変動開示の充実

グループ全体を含めた内部統制やリスク管理体制を構築
etc.



現在 2030年 2050年

材料

施工

技術開発

オフセット

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

13

【参考】サステナビリティ

～1990年ごろ 1990年～2000年ごろ
サステナビリティの時代へ

2000年～
サステナビリティの考え方の変遷

経済価値

環境
価値

社会
価値

経済価値

環境価値 社会価値

経済
価値

環境価値

社会
価値 事業基盤である環境・社会を

維持・増強しながら、
経済活動としての事業を
持続的に成長させる

2050カーボンニュートラルの実現に向けた考え方

●高炉スラグ
●フライアッシュ
●工場でのプレキャストコンクリート化
などのセメント置き換え可能な材料使用によるCO₂排出量削減

●再生可能エネルギー・低燃費建設機械の使用
などの対応でCO₂排出量の削減

●K-LIP工法による構造物の長寿命化
●ブランチブロック工法による自然石使用
●ジオポリマーコンクリートなどCO₂削減に関する大学との共同研究
などの技術でLCCO₂（ライフサイクルCO₂）排出量の削減

●ポーラスコンクリートを使用した人口藻礁
●森林保全、再生可能エネルギー事業への参画
などによるCO₂の吸収源の拡大

材料

施工

技術開発
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